
ウを有していることから、関係課と協働・連携し、一体的に実施することで、高齢者の心
身の特性に応じてきめ細やかで効果的な事業を進める。

手段 医療専門職の配置

２　実施結果「DO（実施）」

R2予算額 R2決算額 R3予算額 R3決算額 R

令

4予算額 R4決算額 R

和

5予算額
事業費（千円

0

）
0 0 0 0 4,452

4

2,737 3,571

年

財
源
内
訳

特
定
財
源
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度

支出金 0 0 0 0 0 0 0

日

県支出金 0 0 0 0 0 0

進

0

地方債 0 0 0 0 0 0

市

0

その他 0 0 0 0 4,

事

452 0 3,571

一

務

般財源 0 0 0 0 0 2,

事

737 0

人
件
費

業務量

業

0.00 人 0.00 人

評

1.25 人 0.00 人

価

正規職員
人件費 0.0

シ

0 0.00 8,098

ー

.00 0.00

会計年

ト

度 業務量 0.00 人 0

大

.00 人 0.00 人 0

事

.00 人

任用職員 人件

業

費 0.00 0.00 0

名

.00 0.00

総事業

コ

費（千円） 0 0 10,

ー

835 0

1 01030

ド

200-0201

中事業名 計画区分

担当部等 担当課等

総
合
計
画

コード 名　　　　称

予
算
科
目

コード 名　　　　称

基本目標
会計

款

基本施策
項

主要施策
目

大

中

根拠法令・条例等

基本計画等

１　事業概要「PLAN（計画）」

事務事業の概要

対象

意図（目的）

手段

２　実施結果「DO（実施）」

事業費（千円）

財
源
内
訳

特
定
財
源

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

人
件
費

業務量 人 人 人 人
正規職員

人件費

会計年度 業務量 人 人 人 人

任用職員 人件費

総事業費（千円）

1 01030200-0201

令和04年度日進市事務事業評価シート

大事業名 保健事業と介護予防の一体的実施事業 コード 01030200-0201

中事業名 保健事業と介護予防の一体的実施事業 計画区分 ①

担当部等 健康福祉部 担当課等 保険年金課

総
合
計
画

コード 名　　　　称

予
算
科
目

コード 名　　　　称

基本目標 01
健やかに暮らす 会計 5 後期高齢者医療特別会計

款 01
総務費

基本施策 03
高齢者福祉・介護保険

項 03
保健事業費

主要施策 02
健康づくり・介護予防の充実

目 01
保健事業

大 02
保健事業と介護予防の一体的実施

事業

中 01
保健事業と介護予防の一体的実施

事業

根拠法令・条例等 高齢者の医療の確保に関する法律、保健事業の実施等に関する指針

基本計画等

１　事業概要「PLAN（計画）」

高齢者一人一人に対して、フレイルなど心身の多様な健康課題に対応したきめ細やかな保健
事業を行うため、運動、口腔、栄養、社会参加などの視点から市町村における保健事業を実

事務事業の概要 施するとともに、個々の健康リスクにあった介護予防事業へ接続し、一体的な実施を推進す
る。

対象 後期高齢者医療被保険者

前述の高齢者の課題に対し、市町村は、市民に身近な立場からきめ細やかな住民サービスが
提供でき、国民健康保険、介護保険の保険者であるため保健事業や介護予防についてもノウ

意図（目的） ハ



ま継続 前年度評価結果

複数の部署が現状と今後の課題（健康・医療・介護）を共有し、２０４０年問題の課題（高
齢者の増加に伴う社

令

会保障費の増大）解決

和

のために「健康寿命の

0

延伸、平均寿命との差

4

の縮
評価の理由 小」と

年

いった目標に向けてそ

度

れぞれの部署で取り組

日

むことができている。

進

４　今後の方向性「A

市

CTION（改善）」

事

令和 5年度に
健康部

務

門・介護部門・高齢福

事

祉部門が各役割を理解

業

し一体的にフレイル予

評

防・生活習慣病重
症化

価

予防に引き続き取り組

シ

むとともに、健康・介

ー

護データを収集・活用

ト

し、健康課題の共有
実

実

施する具体的な とター

施

ゲット層への効果的ア

す

プローチに取り組む。

る

改善内容

今後の 成果 ○

具

拡充 ●維持 ○縮小 ○休

体

廃止

方向性 コスト投入

的

○拡大 ●維持 ○縮小 ○

な

皆減
今後 各分野で収集

改

した健康・医療・介護

善

データを活用し、健康

内

課題の共有とターゲッ

容

ト層への効
（１～３年

今

以内） 果的アプローチ

後

に取り組む。
実施可能

（

な

改善内容

【アウトプ

１

ット指標】
栄養パトロ

～

ール事業で健康状態が

３

把握できた人の割合 単

年

位 ％指標名

R2年度 R

以

3年度 R4年度 R5年

内

度
指標データ 目標 実績

）

目標 実績 目標 実績 目標

実

80.00 78.00

施

80.00

【アウトカ

可

ム指標】
医療・介護・

能

栄養指導に繋げる必要

な

があった者のうち、何

改

等かの支援に 単位 ％指

善

標名
繋がった者の割合

内

R2年度 R3年度 R4

容
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指標デー

取

タ 目標 実績 目標 実績 目

り

標 実績 目標
50.00

組

51.00 60.00

ん

支援に繋がった者（1

だ

4人）÷アンケートに

こ

よる低栄養・フレイル

と

の高リスク判定及び訪

成

問状
式 況による判断（

果

27人）

健康状態不明

課

者（健診・医療未受診

題

者）の健康状態を把握

３

するとともに、フレイ

　

ルや低栄養
指標の狙い

事

リスクのある者を医療

業

・介護に接続または栄

の

養アプローチを行うこ

分

とで、重症化を予防し

析

Ｑ
ＯＬの維持・向上、

「

さらには医療費適正化

C

に寄与する。

2 010

H

30200-0201

ECK（評価）」

評価結果

評価の理由

４　今後の方向性「ACTION（改善）」

実施する具体的な

改善内容

今後の 成果

方向性 コスト投入

今後

（１～３年以内）

実施可能な

改善内容

【アウトプット指標】

単位指標名

指標データ 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標

【アウトカム指標】

単位指標名

指標データ 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標

式

指標の狙い

2 01030200-0201

令和04年度日進市事務事業評価シート
○令和 4年度に記載した具体的な改善内容

令和 4年度に

実施する具体的な

改善内容

今後

（１～３年以内）

実施可能な

改善内容

令和 4年度に
各年齢の健康課題を共有し、各部署にて低栄養に関する周知啓発やターゲット層を意識した
教室開催を実施したほか、令和４年度から新たに、健康状態不明者（健診・医療受診のない

取り組んだこと 高齢者）への「栄養パトロール事業」を実施した。

従来に続き、市民特に６５歳～８５歳を中心として発送物にチラシ等を同封するなど、関係

成果 部署が連携して取り組むことができた。栄養パトロール事業では、健康状態不明者（健診・
医療未受診者）と接触し健康状態を把握、介入支援が必要な者について介護や医療、栄養指
導等必要な支援につなげ、早期発見・早期介入による重症化を予防することができた。
団塊の世代が７５歳に到達し後期高齢者医療被保険者数の増加が見られる中、健康寿命の延

課題 伸・医療費抑制のためには啓発だけでなく７５歳から８５歳をターゲット層としハイリスク
者へ早期介入が重要である。健康状態不明者には介入を拒む者や自ら支援を求めない者が一
定数いるという課題を踏まえ、ハイリスク者へ継続的に積極的な介入が必要と考える。

３　事業の分析「CHECK（評価）」

評価結果 Ｂ 現状のま



令和 務

データ 目標 実績 目標 実

事

績 目標 実績 目標
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適切なア
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プローチを行い生活習慣病の重症化やフレイルの進行を予防することで、医療費の
指標の狙い 適正化を図る。特に医療費に大きな影響を与えている生活習慣病かつ人工透析患者をクロー

ズアップするこ
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ととする。
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